
ふ
る
さ
と
を
愛
し
・
ふ
る

さ
と
で
学
ぶ

　

本
校
は
、
教
育
目
標
を
「
や
さ
し

く
・
か
し
こ
く
・
た
く
ま
し
く
」
と
定

め
、
児
童
一
人
ひ
と
り
が
心
身
と
も
に

健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
「
教
育

に
関
す
る
３
つ
の
達
成
目
標
」
に
取
り

組
み
、
「
知
・
徳
・
体
」
の
調
和
の
と

れ
た
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
ふ
る

さ
と
で
学
ぶ
、
健
康
で
心
豊
か
な
児
童

の
育
成
に
努
め
ま
す
。

伝
え
合
う
力
を
養
う

　

今
年
度
は
、
平
成
19
・
20
年
度
文
部

科
学
省
委
嘱
「
伝
え
合
う
力
を
養
う
調

査
研
究
事
業
」
の
指
定
を
受
け
、
11
月

の
研
究
発
表
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。
研
究
主
題
を
、
こ
こ
ろ
の
教
育

「
人
間
関
係
づ
く
り
の
確
立
を
め
ざ
し

て
」
と
称
し
て
、
指
導
の
体
系
化
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り
（
伝
え
合

う
力
）
・
基
礎
・
基
本
の
学
習
を
定
着

さ
せ
学
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

格
好
い
い
中
学
生

　

本
校
の
目
指
す
生
徒
像
は
『
夢
や
目

標
を
持
ち
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力

す
る
格
好
い
い
中
学
生
』
で
す
。

　

格
好
い
い
中
学
生
と
は
・
学
ぶ
生

徒
・
貢
献
す
る
生
徒
・
優
し
い
生
徒
・

健
康
な
生
徒
の
総
称
を
い
い
ま
す
。

　

一
例
を
上
げ
る
と
、
優
し
い
生
徒
と

は
、
Ｔ
Ｐ
Ｏ
で
礼
を
尽
く
せ
る
人
、
人

権
を
尊
重
す
る
人
、
感
動
で
き
る
人
と

定
義
し
、
「
〜
の
人
」
全
て
に
、
ど
の

よ
う
な
実
践
を
す
る
と
そ
う
な
れ
る
か

﹇
た
と
え
ば
、
人
権
を
尊
重
す
る
人
で

は
、
い
じ
め
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
﹈

等
の
行
動
目
標
を
示
し
て
い
ま
す
。　

生
徒
は
、
夢
の
実
現
を
目
指
し
学
校
・

学
年
・
学
級
目
標
と
行
動
目
標
を
基
に
、

『
夢
実
現
プ
ラ
ン
』
を
作
成
し
、
格
好

い
い
中
学
生
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
も
、
格
好
い
い
教
職
員
を
目

指
し
、
経
営
方
針
に
『
自
ら
学
ぶ
教
師

が
学
ば
せ
う
る
教
師
』
『
教
師
は
最
大

な
る
教
育
環
境
』
『
美
点
凝
視
』
を
掲

げ
、
研
鑽
と
実
践
に
努
め
て
い
ま
す
。

誇
り
と
絆
の
東
中
学
校

　　

馨
り
あ
ふ
れ
る
東
中
学
校
を
合
い
言

葉
に
す
ば
ら
し
い
伝
統
と
校
風
を
も
つ

学
校
で
す
。
生
徒
は
三
芳
東
中
学
校
に

誇
り
を
持
ち
、
３
大
行
事
で
学
級
の
絆

を
深
め
ま
す
。

☆
目
指
す
学
校
像

　

『
生
徒
の
夢
を
育
み
、
そ
の
夢
の
実

現
に
向
け
全
力
で
支
援
す
る
学
校
』

☆
目
指
す
生
徒
像

　

『
自
ら
の
意
志
と
能
力
で
自
ら
の
道

を
切
り
拓
い
て
い
く
生
徒
』

☆
学
校
教
育
目
標

・
心
ゆ
た
か
な
生
徒

・
意
欲
的
に
学
ぶ
生
徒

・
た
く
ま
し
く
生
き
る
生
徒

　

本
校
は
、
規
律
あ
る
学
校
生
活
を
実

現
す
る
こ
と
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
心
と
生
き
方
を
育
て
る
体
験
学

習
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

「
学
ぶ  

笑
顔
の  

元
気
な

学
校
」
を
め
ざ
し
て

　

学
校
は
学
ぶ
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い

う
基
本
を
ふ
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
社
会

を
担
う
生
徒
に
「
た
く
ま
し
く
生
き
る

力
」
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
教
育
活
動
を

展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
意
欲
的
に
学
ぶ
生

徒
の
育
成
に
努
め
ま
す
。
学
ぶ
楽
し
さ

と
厳
し
さ
の
あ
る
、
と
も
に
学
び
合
う

教
室
づ
く
り
を
進
め
、
授
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
そ
し
て
、
夢
や
目
標
を
持

ち
、
自
ら
の
進
路
を
し
っ
か
り
と
考
え

る
こ
と
の
で
き
る
生
徒
を
育
て
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ
れ
、

誰
も
が
輝
い
て
い
る
教
室
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
思
い
や
り
の
心
を
育
て
、
生

徒
相
互
が
尊
重
し
合
え
、
支
え
合
う
関

係
の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

　

誰
も
が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
り
、

夢
や
目
標
の
実
現
に
向
か
う
時
、
笑
顔

が
あ
り
、
元
気
な
学
校
が
実
現
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

校長　島崎　利雄

竹間沢小学校

校長　金　伸二郎

三芳中学校

校長　小野　勝弘

三芳東中学校

校長　坂西　茂実

藤久保中学校

平
成

年
度

各
小
中
学
校
の
目
標
と
取
り
組
み

今
月
号
で
は
、
平
成

年
度
の
各
小
中
学
校
の
学
校
教
育
の
目
標
や

取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
内
線

・

）

ま
な
び
あ
い
の
教
育
で
、

で
き
る
楽
し
さ
・
学
ぶ
喜

び
の
あ
ふ
れ
る
学
校

　

学
校
の
教
育
目
標

・
ル
ー
ル
を
ま
も
る
子

・
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
つ
く
る
子

・
ベ
ス
ト
を
つ
く
す
子

　

今
年
度
は
、
町
教
育
委
員
会
よ
り
、

国
語
科
の
指
導
法
の
研
究
委
嘱
を
受
け

ま
す
。
国
語
科
の
授
業
の
質
を
高
め
れ

ば
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
も
伸
び
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
持
つ
個
性
を
生
か
し
、

豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
た
め
に
、
教
師

自
身
が
研
究
と
修
養
に
励
み
ま
す
。

「
ま
な
び
あ
い
の
教
育
」
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

で
き
る
楽
し
さ
・
学
ぶ
喜
び
を
感
じ
る

学
校
生
活
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

あ
い
さ
つ
と
花
と
笑
顔
あ

ふ
れ
る
藤
久
保
小

　

本
校
は
、
「
や
さ
し
く
、
か
し
こ
く

　

つ
よ
い
子
」
を
学
校
教
育
目
標
と
し
、

豊
か
な
知
性
と
感
性
に
富
み
、
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
子
の
育
成
を

め
ざ
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
す
な
お

に
育
ち
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
「
確
か
な
読
み
の
力
を

育
て
る
」
こ
と
を
研
究
課
題
と
し
ま
し

た
。
国
語
力
の
育
成
に
努
め
、
基
礎
・

基
本
の
定
着
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
職
員
の
創
意
と
工
夫
に
よ
り
、
教

育
活
動
を
充
実
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
が

「
○
○
先
生
と
勉
強
し
て
よ
か
っ
た
」

保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
、
「
藤
久
保

小
学
校
で
学
ば
せ
て
よ
か
っ
た
」
と
思

わ
れ
る
よ
う
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

花
と
緑
の
上
富
小
学
校

　

本
校
は
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
上
富

地
区
に
位
置
し
、
自
然
と
人
的
環
境
に

恵
ま
れ
た
開
校
37
年
目
の
学
校
で
す
。

「
清
く
・
か
し
こ
く
・
た
く
ま
し
く
」

を
本
年
度
の
学
校
教
育
目
標
に
定
め
、

全
教
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
児
童
の

教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　

主
な
取
組
と
し
て
は
、
児
童
の
基

礎
的
・
基
本
的
な
学
力
の
定
着
を
図

る
た
め
、
平
成
20
年
・
21
年
度
の
２
年

間
、
三
芳
町
教
育
委
員
会
の
学
校
研
究

委
嘱
を
受
け
、
算
数
科
の
「
学
ぶ
喜
び

を
味
わ
わ
せ
る
指
導
法
の
研
究
」
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
大

切
に
し
た
、
豊
か
な
心
を
育
む
教
育
を

推
進
す
る
た
め
、
「
花
壇
・
と
め
っ
こ

農
園
を
活
用
し
た
活
動
」
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
と
の

連
携
を
密
に
し
、
子
ど
も
た
ち
が
誇
り

に
思
え
る
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

『
一
人
ひ
と
り
の
よ
さ
を

伸
ば
す
教
育
活
動
を
展
開

し
、
地
域
に
信
頼
さ
れ
る

学
校
』
を
目
指
し
て

　

本
校
は
「
人
を
大
切
に
す
る
豊
か
な

心
を
持
ち
、
自
ら
学
び
、
主
体
的
に
生

き
る
児
童
を
育
成
す
る
」
を
教
育
目
標

と
し
、
さ
ら
に
目
指
す
行
動
目
標
を

・
進
ん
で
学
び
行
動
で
き
る
子
…

　

ル
ー
ル
を
守
る
【
行
動
】　

・
他
人
の
痛
み
が
わ
か
る
子
…

　

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
【
他
へ
の
配
慮
】

・
た
く
ま
し
い
子
…

　

ベ
ス
ト
を
つ
く
す
【
真
剣
】

　

と
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
高
め
、
伸
ば
し
、
輝

か
せ
る
た
め
に
、

◎ 

生
活
や
学
習
な
ど
の
基
礎
基
本
が
着

実
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
学
校
。

◎ 

保
護
者
、
地
域
と
の
連
携
の
も
と
に
、

教
職
員
で
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
見

守
り
育
て
る
学
校
。

◎
自
然
や
人
と
の
関
わ
り
の
中
で
「
育

ち
あ
う
」
こ
と
を
大
切
に
す
る
学
校
を

目
指
し
ま
す
。

校長　木田　正美

藤久保小学校

校長　山田　幸次

三芳小学校

校長　神谷内　守

上富小学校

（ ）教 育 だ よ り 教 育 だ よ り（ ） 

校長　戸塚　眞一

唐沢小学校



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

日
を
除
く
）
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

５ 

教
育
相
談
方
法　

原
則
、
面
接
相
談

お
よ
び
電
話
相
談
で
す
。

６
適
応
指
導
教
室
へ
の
通
室

　

適
応
指
導
教
室
へ
の
通
室
に
つ
い
て

は
、
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く

か
、
直
接
三
芳
町
教
育
相
談
・
適
応
指

導
教
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　

　

三
芳
町
教
育
相
談
・
適
応
指
導
教
室

で
は
、
今
後
と
も
三
芳
町
の
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
が
、
健
や
か
に
成
長
し
、
毎

日
楽
し
い
学
校
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を

願
い
支
援
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

《筋力トレーニングで脱メタボ》
　メタボと診断される第一条件は4月号でも紹

介した様に、ウエストサイズです。ウエストサ

イズを小さくすれば脱メタボとなります。

　では、ウエストサイズを小さくする代表と

言えば、みなさんもおわかりの通り『腹筋運

動』。

　しかし、これが単調でつまらない…だから続

かない…よってウエストサイズに変化なし…の

悪循環。今回紹介するのは『単調でなく、遊び

心満載の腹筋運動』です。

　気持の持ち方を『腹筋トレーニングをする』

ではなく『腹筋遊びをする』というように、気

軽な気持で行いましょう。

《少人数制レッスン》
少人数制レッスン（定員 名）で一人ひとりにより細やかな指導が可能となりました。

※親子ビクスは 組となります。

料金：￥ ／ 回　

予約方法：電話または直接来館　予約開始日： ／ 　午前 ～　

レッスン名 日程 時間 担当者 会場

【１】 親子ビクス　 ／ ／ ／ 　 ～ 　 戸井　 武道場

【２】 癒しのヨガ　 ／ ／ ／ 　 ～ 　 大塚　 多目的室

【３】 太極拳　 ／ ／ ／ 　 ～ 　　 北　 武道場

【４】 らくらく健康体操　 ／ ／ 　 ～ 　 溝越　 武道場

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。
問い合わせ　スポーツ振興課（総合体育館内）　 258-0311

文字書き腹筋

写真の様な体勢になり、足で自身の名前や、お友だちの名前を書き

ましょう。色々な動かし方をするので、お腹の上、下、横と全て刺

激できます。強度は文字の多さ、足の動かす大きさで調節しましょ

う。

※写真の の様に身体を動かします。

三
芳
町
教
育
相
談
・
適
応
指
導
教
室

が
充
実
！

　　

　

三
芳
町
教
育
相
談
・
適
応
指
導
教
室

が
今
年
度
、
さ
ら
に
充
実
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
相
談
員
３
人
が
毎
日
交
代
で
、

小
学
生
・
中
学
生
か
ら
の
悩
み
や
、
保

護
者
等
か
ら
の
様
々
な
相
談
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
経
験
豊
富
な
三
芳
町
適
応
指

導
員
１
名
が
毎
日
（
開
設
日
）
勤
務
し

て
い
ま
す
。
適
応
指
導
教
室
へ
通
室
す

る
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
き
め
細
か
な

支
援
・
指
導
を
行
い
、
不
登
校
児
童
生

徒
の
よ
り
良
い
成
長
と
自
立
、
学
校
へ

の
復
帰
を
目
指
す
と
と
も
に
、
学
習
継

続
へ
の
意
欲
化
を
図
り
ま
す
。
気
軽
に

来
室
及
び
相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
き
っ
と
、
解
決
の
糸
口
が
見
え

て
く
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

新
し
く
充
実
さ
れ
た
三
芳
町
教
育
相

談
・
適
応
指
導
教
室
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

１ 

名
称　

三
芳
町
教
育
相
談
・
適
応
指

導
教
室

２
場
所　

三
芳
町
立
総
合
体
育
館
４
階

３
直
通
電
話　

274

１
０
２
３

４ 
開
設
日
時　

月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝

教育トピックス

 

適
応
指
導
教
室
で
の
学
習
の
様
子

教 育 だ よ り（ ） 

竹
間
沢
ぐ
り
ぐ
ら
タ
イ
ム
の
様
子

図
書
館
の
本
棚
よ
り
「
歯
の
本
」
ー
特
設
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
中
ー

【
一
般
書
】
『
お
年
寄
り
の
歯
の
悩
み　

口
腔
ケ
ア
Ｑ
＆
Ａ
』

田
端
恒
雄
著
、
三
上
周
二
著

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
２
０
０
２
発
行

請
求
記
号
４
９
７
タ
バ

　

い
つ
ま
で
も
丈
夫
な
歯
で
噛
め
る
こ
と
は

健
康
の
土
台
。
噛
む
働
き
を
取
戻
し
て
ぼ
け

が
回
復
し
た
事
例
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
は
、
入
れ
歯
の
悩
み
や
介
護
を
必
要
と

す
る
方
の
口
の
手
入
れ
な
ど
を
幅
広
く
紹
介

【
児
童
書
】
『
は
は
は
の
は
な
し
』

加
古
里
子
ぶ
ん
・
え

福
音
館
書
店
１
９
７
２
年
発
行

請
求
記
号
ち
し
き
絵
本

　

な
ぜ
虫
歯
が
で
き
、
虫
歯
は
痛
い
の
？
虫

歯
の
せ
い
で
ち
ゃ
ん
と
噛
め
な
く
な
る
と
人

間
の
身
体
は
ど
う
な
る
の
？
ち
ょ
っ
と
怖
い

真
実
を
、
愉
快
な
絵
で
楽
し
く
教
え
て
く
れ

る
科
学
絵
本
で
す
。

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム

（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）など
で、楽しく本を紹介します。
　第 ・ 金曜日 ～  1・2歳～
　　　　　　　 ～  3歳～
　第 ・ 火曜日 ～  4～8歳

 としょかん・くらぶ（第４土曜日）
－会員制－
講師の読み聞かせと司書のブックトークで
本に親しむくらぶです。
　 ～ 　1・2年生　 人
　 ～ 　3～6年生　 人

かにかにこそこそ（第３水曜日）
－大人対象－　 ～
（昔話などを覚えて語る練習会）
　
〈竹間沢分館〉

竹間沢ぐりぐらタイム（第４火曜日）
　 ～ 　1歳～
◆スイミーおはなし会（第４木曜日）
　 ～ 　4歳～小学生

6月 の 予 定
日 月 火 水 木 金 土

休

休

休

休

休

◆

第

回

〜
三
富
新
田
そ
の
３
〜

　

武
蔵
野
の
入
会
争
い
は
、
周
辺
の

荒
れ
野
が
開
拓
さ
れ
る
に
つ
れ
、
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
く
。
争
い
は
慶

安
二
年
（
一
六
四
九
）
以
来
、
元
禄

七
年
（
九
四
）
ま
で
、
十
一
回
以
上

も
あ
り
、
茅
確
保
な
ど
を
目
的
と
し

た
入
会
地
の
重
要
性
が
う
か
が
え
る
。

　

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
下

さ
れ
た
『
元
禄
七
年
秣
場
争
論
裁
許

状
』
（
町
指
定
文
化
財
・
島
田
弥
三

郎
家
文
書
）
は
、
六
畳
敷
き
の
裏
絵

図
付
大
文
書
で
、
長
く
続
い
た
武
蔵

野
こ
と
に
北
武
蔵
野
・
立
野
（
現
在

の
三
富
新
田
）
が
川
越
藩
領
と
決
定

し
た
判
決
文
で
、
三
富
新
田
開
拓
の

契
機
に
な
っ
た
重
要
古
文
書
で
あ
る
。

　

争
論
は
、元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）

に
野
火
止
用
水
筋
の
三
ヶ
村
と
他

十
三
ヶ
村
と
が
、
川
越
領
の
村
々
を

訴
え
で
た
こ
と
に
始
ま
る
。
訴
え
は

川
越
領
の
村
々
が
入
会
地
境
界
を
越

え
茅
刈
・
新
田
開
発
し
、
入
会
地
が

狭
め
ら
れ
た
。
境
界
を
越
え
て
入
会

禁
止
や
開
拓
畑
を
元
の
茅
場
に
戻
せ

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
訴
え

を
受
け
、
翌
年
幕
府
評
定
所
は
現
地

検
分
を
し
た
。
か
つ
て
武
蔵
野
入
会

地
境
に
築
い
た
と
さ
れ
る
境
界
塚
が

川
越
領
村
と
入
会
地
の
境
に
無
い
こ

と
、
開
拓
し
た
畑
地
は
川
越
藩
が
既

に
検
地
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

北
武
蔵
野
お
よ
び
立
野
は
川
越
藩
に

属
し
、
川
越
藩
の
「
心
次
第
」
と
し

て
領
有
権
を
認
め
、
訴
え
出
た
村
々

の
主
張
が
却
下
さ
れ
た
。

　

こ
の
裁
許
は
、
訴
え
出
た
村
々
に

は
い
さ
さ
か
不
合
理
な
内
容
で
あ
っ

た
が
、
背
景
に
は
こ
の
年
一
月
に
川

越
藩
主
と
な
っ
た
柳
沢
吉
保
の
力
が

働
い
て
い
た
よ
う
だ
。
裁
許
か
ら
二

ケ
月
後
、
川
越
藩
主
柳
沢
吉
保
は
こ

の
入
会
地
に
開
拓
の
命
を
下
す
。
三

富
新
田
開
発
が
い
よ
い
よ
始
ま
る
の

で
あ
る
。

元
禄
七
年
武
蔵
野
秣
場
争
論
裁
許
状

【
所
有
者
島
田
弥
三
郎
氏
と
共
に
】

（ ）教 育 だ よ り

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００


